
　不況対策は待ったなしです。ただし、金融緩和で融

資と公共投資を増やせばＯＫとか、解雇の自由化や最

低賃金制の廃止で競争激化を！と主張する政治家は

間違っています。不況克服に必要なのは、安定雇用と

賃金・労働条件の改善です。2013春闘で民間の仲間

と共同し賃金・雇用・くらしを改善しましょう。

要求実現要求実現！要求実現要求実現！要求実現！

デフレ不況の原因は労働者の非正

規化と賃金下落です。今や業績好調の

企業も人件費を削減するため、労働者

の平均年収は1997年より58 万円減

少。年収200万円以下が1,000万人

を超えます。

他方、年収1億円超の会社役員は上

場企業だけで172社295人。総額

518億5千万円と労働者1万2,600

人分の報酬を得ながら賃下げと解雇を

しています。富の集中でなく、労働者の

賃金を底上げするべきです。

貧困と格差拡大がデフレ不況の原因

世界的不況と言われますが、他の国は賃金を毎年改善し、景気の底支えをはかって

います。日本は、賃下げ、非正規雇用の増加、長時間労働、残業代不払い、休暇が取れ

ず過労死も珍しくない、劣悪な労働条件が特徴です。この事態を正すことが、日本を不

況から離脱させる道です。あなたも労働組合に入って、賃金・労働条件改善の声をあげ

ましょう！

賃金・労働条件の改善で景気回復を！

日本の賃金の異常を正そう！


